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FORMATION OF <COMMON SPACE> IN TRADITIONAL CHINESE DISTRICT 








In this study, we examine the spatial composition and system of a common space formed in Beijing 
SIHEYUAN residential area. Through this research, we investigate the ways in which space can be exploited 
or modified, and clarify how systems form a common space and how space is used. Furthermore, we elucidate 
that the spatial characteristics of the split-type SIHEYUAN house play an important role in the formation of 
such a common space. 





























































































































































































































































































































































































































































（４） 429 共享院－広く開放する文化活動の場を目指す 
429 共享院は、白塔寺街区の東端にあり、都市道路の趙
登禹路に臨む．まだ正式に開放されてないが、展示やイ
ベント、およびカフェエリアにすると検討され、2020 年
に開放する見込みだという． 
a） 空間構成－道路に面する一棟にすぎない四合院 
共享院の敷地は、幅が約 14.5ｍで、深さが約 9.5ｍの
形が整えている敷地である．建物が北側にあり、その裏
が前抄手胡同である．西側と南側とも別の敷地と接する
が、東側が趙登禹路に直面している．ところが、東北隅
に、ほかの建物に遮られるので、趙登禹路から入口だけ
が見えるわけである． 
入口を入ったら、直ちに中庭に出る．建物が北側にあ
る．中央は間口が三間である正房で、両側は各一間の＜
耳房＞である．現在の計画によって、東側の耳房が入口
に近く、動線のスタートとされる．正房が展示あるいは
イベントの空間とされる．最も奥の耳房で、カフェを経
営する予定であるという．一方、建物の前に形が整った
中庭がある．建物を除いた三面に CLT という木質系材料
で＜游廊＞を形成した． 
 
図１２ 共享院の空間構成 
 
b） システム－街区更新の実施主体による公益行動 
共享院は、実施主体としての＜華融金盈＞と白塔寺街
区に民泊を運営している＜有朮民泊＞により、公益的に
運営される予定である． 
資金モデルといえば、＜華融金盈＞が場所を提供し、
＜有朮民泊＞が日常の運営を担当する．これからの計画
によるが、活動主催者に場所を貸したり、カフェを経営
したりするなどを通して、収益を得るかと検討される．
原則上、公益的に運営するので、コストを回収したらい
いという． 
 
６． 結論 
四合院に生まれたコモンスペースは、分棟式の空間特
性を生かし、全体的に利用するか、部分的に利用した。
用途や規模によって、各棟の間にある空き地が活用され
た。さらに、中庭が、コモンスペースにとっても豊かな
空間である。コモンスペースとして、みんなに共有し、
空間序列において、半公共空間の一部となる。特に、胡
同と接する一部のみを利用する場合、外壁を改築し、胡
同に直接出入りするようになり、四合院内部に属する部
屋から、胡同に開放性を持つようになる。それに、コモ
ンスペースに転用した際に、その既有条件によって、も
との風景を受け継いで、歴史的建物の様子をみんなに伝
えられる。もしくは、改築を通して、伝統と現代をよく
結合する。 
一方で、仕組みといえば、政府、国有企業、専門家、
民間組織や民間企業などの関係者が、それぞれ役割を担
う。公益的な運営がほとんどで、資金源が多様であり、
異なる分野に精通している多様な機構や団体の力を集め、
支援をもらう。利益を追求し、管理も融通しにくい大企
業と比べて、イノベーションに強いか、ある分野に詳し
い小企業、あるいは民間組織などの方が、よりふさわし
い。ところで、その空間的な既有条件によって、運営の
内容・対象・システムなどが異なる。大規模な四合院全
体を利用する場合、多用途に用いられ、社区にとどまら
ず、広範囲まで伝統を伝えたり、共有したりすることが
できる。非完全な四合院や一部のみを利用する小規模な
場合、単一な用途でその分野において、サービスを提供
するのが多く、民間の社会貢献もみられる。 
 
謝辞： 
この研究を進める二年間は、多くの方に心より感謝申
し上げます。特に、高村先生に親身にご指導いただき、
誠にありがとうございます。北山先生と渡辺先生が副査
をご担当になり、アドバイスをくださって、とてもあり
がとうございます。高村研の先輩方にも大変お世話にな
り、とても感謝します。ショウさん、アンさんから、い
ろいろ助言をいただき、ありがとうございます。現場調
査の際に、手伝いにくるソウさん、オウさん、および現
場でヒアリングを受けてくれた方々にも感謝します。そ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
れに、家族の方々が支持をくれないと、研究を行うこと
ができない。本当に恩に感じます。 
 
参考文献 
1)王其鈞著、恩田重直監訳（2012）『民居 イラストで
見る中国の伝統住居』科学出版社東京株式会社 
2)建築計画教科書研究会編著（1989）『建築計画教科書』
株式会社彰国社 
3)陣内秀信＋朱自煊＋高村雅彦（1998）『北京 都市空
間を読む』鹿島出版会 
4)黄恒学、梁鴻飛、管仲軍、徐淑華他(2016)『北京社区
公共サービス建設研究』中国人民大学出版社 
5)『世界建築』349、201907 
6)張俊芳（2004）『中国都市社区の組織とガバナンス』
東南大学出版社 
7)尼躍紅編集（2009）『北京胡同四合院類型学研究』中
国建築工業出版社 
8)馬炳堅(1999)『北京四合院建築』天津大学出版社 
9)陸翔（2013）『北京四合院人居環境』中国建築工業出
版社 
10)陸翔、王其明（2017）『北京四合院 第二版』中国建
築工業出版社 
劉玉東（2016）『体系、構造および機能 新中国都市社
区ガバナンス転換に関する研究』人民出版社 
